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液

体

ヘ

リ

ウ

ム

不

足

に

目

途 
液

体

ヘ

リ

ウ

ム

不

足

が

叫

ば

れ

て

久

し

い

。

一

九

八

九

年

東

西

冷

戦

が

解

消

し

、

ア

メ

リ

カ

が

そ

れ

ま

で

軍

事

用

に

囲

っ

て

い

た

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

を

世

界

に

向

け

て

開

放

し

た

。 

こ

れ

に

呼

応

す

る

か

の

よ

う

に

、

日

本

国

内

で

は

Ｍ

Ｒ

Ｉ

の

設

置

ラ

ッ

シ

ュ

が

始

ま

っ

た

。 

日

本

エ

ア

・

リ

キ

ー

ド

で

も

、

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

輸

送

用

コ

ン

テ

ナ

（

コ

ン

テ

ナ

本

体

は

ス

テ

ン

レ

ス

製

の

複

層

真

空

断

熱

構

造

を

有

す

る

）

を

所

有

し

、

ワ

ン

サ

イ

ク

ル

約

五

十

日

間

で

日

米

間

の

海

上

・

陸

上

輸

送

を

行

な

い

、

こ

れ

に

対

応

し

た

。 

Ｍ

Ｒ

Ｉ

は

、

そ

れ

ま

で

の

Ｃ

Ｔ

ス

キ

ャ

ン

の

上

を

い

く

、

人

体

の

断

層

画

像

診

断

装

置

で

あ

る

。

超

電

導

の

技

術

が

そ

の

真

骨

頂

だ

。 

患

者

の

体

が

入

る

丸

い

ド

ー

ム

内

部

に

仕

掛

け

ら

れ

た

電

導

コ

イ

ル

を

絶

対

零

度

近

く

ま

で

冷

や

し

、

膨

大

な

電

流

を

流

し

て

強

い

磁

場

を

作

る

。

磁

場

が

発

生

す

る

と

、
内

蔵

表

面

に

は

水

素

原

子

が

集

ま

り

、

磁

場

が

消

え

る

と

元

へ

戻

る

。

そ

れ

を

コ

ン

ピ

ュ

ー
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小

倉

 

一

純

 



 

2 

タ

ー

で

解

析

し

、

体

の

各

部

を

輪

切

り

に

し

た

断

層

画

像

を

記

憶

装

置

に

保

存

す

る

。 

そ

の

後

、

ア

メ

リ

カ

で

は

シ

ェ

ー

ル

ガ

ス

の

採

掘

熱

が

高

ま

り

、

南

部

の

海

岸

沿

い

に

集

中

し

て

い

た

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

田

は

老

朽

化

し

生

産

量

も

落

ち

て

い

く

。 そ

れ

ま

で

の

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

の

開

放

政

策

も

一

転

し

て

中

止

と

な

っ

た

。 

一

方

、

ロ

シ

ア

や

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

が

新

し

い

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

の

産

地

と

し

て

注

目

を

集

め

か

け

て

い

た

が

、

周

知

の

通

り

、

ロ

シ

ア

が

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

侵

攻

す

る

事

態

に

陥

っ

て

し

ま

う

。 

日

本

で

は

一

番

の

大

口

で

あ

る

医

療

用

を

優

先

し

、

大

学

の

研

究

室

な

ど

で

は

、

使

用

済

み

の

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

を

回

収

し

再

利

用

を

図

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

そ

れ

で

も

問

題

は

解

決

せ

ず

、

つ

い

最

近

、

Ｍ

Ｒ

Ｉ

で

は

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

の

代

替

と

し

て

液

体

窒

素

を

使

う

よ

う

に

な

っ

て

き

た

。 

液

体

窒

素

は

、

深

冷

分

離

装

置

を

使

え

ば

、

大

気

中

か

ら

無

尽

蔵

に

回

収

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

絶

対



 

3 

零

度

（

マ

イ

ナ

ス

２

７

３

℃

）

に

は

遠

く

及

ば

な

い

が

、

液

体

窒

素

の

沸

点

も

マ

イ

ナ

ス

１

９

６

℃

で

あ

る
（

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

の

沸

点

は

マ

イ

ナ

ス

２

６

９

℃

）
。 

こ

れ

で

目

鼻

が

付

く

よ

う

に

な

る

か

と

注

視

さ

れ

て

い

た

が

、

二

〇

二

四

年

四

月

、

富

士

フ

イ

ル

ム

が

液

体

へ

リ

ウ

ム

を

ま

っ

た

く

使

わ

な

い

Ｍ

Ｒ

Ｉ

を

発

売

し

た

。 

 

◆

◆

◆ 

 

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

を

囲

っ

た

経

緯 

遡

っ

て

ア

メ

リ

カ

が

ヘ

リ

ウ

ム

の

囲

い

込

み

を

始

め

た

の

は

一

九

二

五

年

（

大

正

十

四

年

）
。

そ

れ

が

、

連

邦

へ

リ

ウ

ム

計

画

で

あ

る

。 
 

こ

の

当

時

、

ヘ

リ

ウ

ム

の

主

な

軍

事

用

途

は

軍

用

飛

行

船

の

浮

揚

ガ

ス

で

あ

る

。

ヘ

リ

ウ

ム

は

、

可

燃

性

で

あ

る

水

素

と

比

べ

て

安

全

だ

。 

現

在

に

お

い

て

は

、

Ｉ

Ｔ

産

業

、

特

に

半

導

体

製

造

に

お

い

て

も

ヘ

リ

ウ

ム

は

欠

か

せ

な

い

物

質

と

な

っ

て

い

る

。 



 

4 

半

導

体

は

、

現

代

兵

器

を

含

む

あ

ら

ゆ

る

電

子

機

器

の

基

盤

で

あ

る

。

そ

の

製

造

過

程

に

お

い

て

は

、

半

導

体

製

造

装

置

（

半

導

体

製

造

に

は

真

空

が

不

可

欠

）

の

厳

格

な

リ

ー

ク

テ

ス

ト

、

シ

リ

コ

ン

ウ

ェ

ハ

上

の

電

気

回

路

製

作

時

の

エ

ッ

チ

ン

グ

工

程

に

お

け

る

冷

却

、

そ

し

て

シ

リ

コ

ン

原

料

製

造

時

（

ホ

コ

リ

を

嫌

う

）

の

雰

囲

気

ガ

ス

と

し

て

、

ヘ

リ

ウ

ム

の

特

性

が

不

可

欠

だ

。 

ヘ

リ

ウ

ム

は

不

活

性

ガ

ス

で

あ

り

、

粘

性

が

低

く

（

例

え

ば

炭

酸

ガ

ス

や

プ

ロ

パ

ン

は

粘

性

が

高

い

）
、

分

子

が

小

さ

い

た

め

、

精

密

な

リ

ー

ク

テ

ス

ト

に

非

常

に

適

し

て

い

る

。

ま

た

、

液

体

ヘ

リ

ウ

ム

か

ら

発

生

す

る

ガ

ス

は

冷

却

効

果

が

あ

り

、

シ

リ

コ

ン

ウ

ェ

ハ

の

エ

ッ

チ

ン

グ

工

程

に

お

い

て

も

利

用

価

値

が

大

き

い

。 

こ

の

よ

う

に

、

ヘ

リ

ウ

ム

は

百

年

近

い

歴

史

の

中

で

、

時

代

と

と

も

に

そ

の

軍

事

的

な

重

要

性

を

変

化

さ

せ

な

が

ら

も

、

常

に

国

家

の

安

全

保

障

に

関

わ

る

重

要

な

資

源

で

あ

り

続

け

て

い

る

。 


